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有意に増加し,網膜症の有意との間に有意な差を認めた.

尿中 basieFGFとVEGFの値は,尿中アルブミン

排壮挙および,尿中β2ミクログロブリン濃度と正の相

関を認めた.

【結論】TGF/32は,糖尿病患者で増加し,早期より

腎症を含めた合併症の発生に関与する可能性が,bFGF
とVEGFは,糸球体あるいは尿細管障害の進展と関

連する可能性が示唆された.

Ⅱ.特 別 講 演

糖尿病性腎症の病態と薬物療法
東邦大学医学部第二内科教授

磯 属 庄 先生

第245回新潟外科集読会

日 時 1997年12月6円 (土)

午後12時50分-午後5時13分

会 場 新潟大学医学部 第三諦盛宴

1)東洋医学と酉洋医学の接点 =1)

福田 捻 く社団法人北越病院)

安保 徹亡霊湯壷芸医学部医)
アトピー性皮帝炎.自律神経失調症その他外科系疾患

について東洋医学と1掛羊医学の面より接点と問題点につ

いて述べる.

2)厚生連豊栄病院における手術症例の検討

富山 武美 (厚生連豊栄病院外科 )

1984年11月から本年11日まで14年間の手術症例の変

化を手術台帳に記載されている診断名から検討した.

事術数の変化を悪性腫客群,良性疾患の中で基本的に

全身麻酔が必要と考えられる群,良性疾患で基本的に腰

麻手術が可能な群,体表軟部の良性疾患群の4群に分け

て検討した.体表敏郎疾患で最も多くしめるものは紛癖,

ついで腺癌および疫賓,餅艦,三番目は乳腺腫癖であっ

た.基本的腰麻群ではいわゆるヘルニア.アツペ.ヘモ

で大多数をしめており,虫垂切除症例の減少が認められ

た,全身麻酔が必要な良性疾患群では胆道系疾患が最も

多く,ついで腹膜炎症例,三番目は腸閉塞症例であり,

消化性潰痔の手術は減少していた.

悪性腫蕩手術群では胃癌,大腸癌で大半を責めていた

が,大腸癌の比率が増加し,一方胃痛症例は減少してい

た.

3)超高齢者 (80歳以上)胃癌手術における安

全性と術後の QOL
須田 和敬 ･関東 恩愛
斎藤 六温 ･凍多本不二雄
植木 匡 ほ 謬 郡総合病院)

【目的3高齢者手術の安全性と術後 QOLの変化を検
討した.【対束と方法】当院での胃痛手術症例を3群

(70-74歳.75-79歳.80歳以上)に分け.手術術式.

生存率,術前有合併症率および術後の合併症,せん妄の

発生率.PSの変化を検討した.【結果】80蔵以上では

D2郭酒の比率が有意に低く,これは非根治手術が多かっ

たためと考えられた.また,退院後の健病死が有意に多

かった.術前有合併症率は3群間に有意差はないが,術

後の合併症.せん妄の発生率.pSの悪化は75-79歳で

有意に多かった.E結語】超高齢者の腎癌手術において

はす術前全身状態と癌の進展状況を考慮した適切な術式

の選択が重要である.また,70歳代後半の高齢者におい

でも厳重を注意が必要である.

4)90歳以ー_[･_の外科手術10例の経験
村上 博史 ･村上 富吉 (西荻中央病院外科 )

緒言 :90歳以上の9人10手術に検討を加えた.方法 :

内訳は90親から96歳までの10例.良性5∴悪性疾患5例.

疾患と術式,術後在院日数,生存期間等について検討し

た.結果 :年齢は平均92.8歳.最高96歳.入院方法は.

徒歩3.護送2,搬送5例.良性は.絞厄性イレウス2,

総胆管結石,肝嚢胞.鼠経ヘルニアは各 1例.悪性は,

胃癌 1,大腸癌4例でいずれも高度進行癌.麻酔は,全

身7,硬膜外2,腰麻1例.術後合併症は,会陰部びら

ん2,縫合不全,会陰部創感染者1例等.術後平均在院

口数は45.6±7.3日.生存期間は12.3±4.3カ月.悲

性の予後は不良で,2例は退院後早期に他病死し.2例

が在院死している.1例は穿孔性盲腸痛で76病日に死亡.

1例は下部直腸癌で,Miles一手術後31病E]に急性腎不

全で死亡.結語 :90歳以上の手術は,良性の予後は良好


